
 

    藤沢市工事請負競争入札における合併入札実施要領 

 

                        制 定 平成１０年１０月２２日 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、複数の工事請負契約を同一の者と締結する必要がある場合に

おいて、当該複数の工事請負契約に係る競争入札を合併して行うこと（以下「合

併入札」という。）について、必要な事項を定めるものとする。 

 （合併入札） 

第２条 合併入札は、複数の工事のうち主たる工事（以下「本工事」という。）及び

従たる工事（以下「関連工事」という。）が次の各号のいずれにも該当する場合に

限り、行うことができるものとする。 

 (1) 本工事及び関連工事を一の工事として設計する方法（以下「合併設計」とい

う。）によらないこととする合理的な理由があること。 

 (2) 本工事及び関連工事の施工者が異なる場合においては、かし担保責任の範囲

が不明確となることにより、同一の者による施工が必要とされること。 

 (3) 本工事及び関連工事の施工場所が同一であること又は隣接すること。 

 (4) 本工事及び関連工事の施工部分が明確に区分され、かつ、当該区分ごとに履

行の確認を行うことができること。 

 (5) 本工事及び関連工事の請負契約の締結を同時に行うことができること。 

 （実施の手続） 

第３条 前条の規定に基づき合併入札を行うこととする場合においては、工事担当

課長は、その旨を本工事及び関連工事の工事施行兼契約施行決裁書に朱書の上、

別に定める合併入札執行依頼書を添付するものとする。 

 （予定価格の算出等） 

第４条 合併入札の方法により入札を執行する場合における予定価格（以下「合併

入札予定価格」という。）の算出の基礎となる設計金額は、合併設計による場合に

おける設計金額（以下「調整後設計金額」という。）とする。 

２ 調整後設計金額は、藤沢市工事業者等選考委員会設置規程（平成９年藤沢市訓

令甲第６号）別表中において、設計金額とみなす。 

３ 本工事及び関連工事の予定価格は、合併入札予定価格を本工事及び関連工事の

設計金額（調整後設計金額に対応する本工事及び関連工事の設計金額をいう。以



 

下「設計金額」という。）の割合に応じて按分した額とする。この場合において、

算出した本工事又は関連工事の予定価格の端数金額の処理については、次条の例

による。 

 （契約金額の算定） 

第５条 本工事及び関連工事の契約金額は、合併入札における落札金額（以下「合

併入札落札金額」という。）を設計金額の割合に応じて按分した金額を本工事及び

関連工事の落札金額（以下「按分落札金額」という。）として算定するものとする。

この場合において、合併入札落札金額に千円未満の端数がない場合で、按分落札

金額に千円未満の端数があるときは、当該端数の百の位を四捨五入するものとし、

合併入札落札金額に千円未満の端数がある場合は、別に定める方法による。 

２ 前項の規定により算出した按分落札金額の合計額が合併入札落札金額に満たな

い場合は、按分落札金額の千円未満の端数のうち、最大のものに係る端数を切り

上げるものとする。 

 （入札結果等の公表） 

第６条 入札結果の公表については、合併入札落札金額及び合併入札予定価格をも

って行うものとする。 

      附 則 

 この要領は、平成１０年１０月２２日から施行する。 

 


